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平成27年度補正予算の概要

一 般 会 計 歳 出 の 主 な も の

条 例 の 制 定・改 正

第 ２ 回 臨 時 会

人　事　案　件

子ども議会が開催されました　～提言の様子～

年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
を
美
郷
町
議
会
を
代
表
し
ま
し

て
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
町
民
の
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
地
方
創
生
計
画
の
実

施
初
年
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
基
本
に
、将
来
の
美
郷
町
を
見
据
え
、

人
口
対
策
に
も
大
胆
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
町
と
議
会
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
町
民
と
の
協

働
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
そ
「
安
心
」
と
「
活
力
」
を
創
生

で
き
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
役
割
と

責
任
を
自
覚
し
、
決
意
も
新
た
に
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
改
革

を
す
す
め
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
し
っ
か
り
担
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
待
っ
た
な
し
の
少
子
高
齢
化
対
策
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
担
い
手

対
策
、
予
断
を
許
さ
な
い
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
今
年
重
要
な
こ
と
は
、
町
政
の
拠
点
と
な
る
べ
き
庁
舎
建
設
の
着

手
で
あ
り
ま
す
。
先
輩
の
築
い
た
こ
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
、
さ
ら
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

美
郷
町
議
会
議
長
　
甲
斐
　
栄

　

平
成
27
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
９
日
～
10
日
ま
で
の
２
日

間
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

等
10
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

◆美郷町教育委員会教育長に、長尾　勇氏の任命に同意
　今年２月に任期満了となる現教育長　長尾　勇氏の再任に同意。
　任期は平成 31 年２月までの３年間。
◆美郷町教育委員会委員に、黒木　謙志氏の任命に同意
　今年２月に任期満了となる山田恭一郎氏の退任に伴い、その後任として黒木謙志氏
（北郷）の任命に同意。任期は平成 32 年２月までの４年間。

平成 27 年 12 月 16 日に美郷町立中学校の３年生 43 名が参加して「子ども議会」が開催されました。
９班に分かれ町の観光振興や人口減少対策についての一般質問がなされ、町政に対する提言を行いま
した。

※①② 歳出のみの補正。同額の予備費を減額。　※③予算の組み替えのみ。
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○災害復旧費（台風 15 号による農地・農業用施設復旧等）
○農林産物直売施設管理運営費（農林産物直売所「美郷ノ蔵」運営補助金）
○森林整備事業補助金（森林整備・新植・除間伐等の助成）
○森林整備加速化・林業再生事業補助金
（高性能林業機械の導入により、林業作業の低コスト化・効率化を図る）
○治山対策事業費（南郷・川上迫地区の流路工整備）
○西の正倉院・百済の館管理運営費（西の正倉院庭塀改修）
○観光一般経費（「パークプレイス大分」「さいごうの関」での観光物産フェア、
　金柑収穫等体験型イベント事業の開催及び観光ポスター製作に係る経費）

◆�美郷町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例

　いわゆる「番号法」の施行に伴い、市町村の業務においても、平成 28 年１月１日から個人番号を含む特
定個人情報が利用可能となるが、個人番号の利用については、その利用が制限されていることから番号法に
基づく条例を定める必要があり、新たに制定するもの。
◆美郷町税条例等の一部を改正する条例

　地方税の猶予制度について、平成 27 年度税制改正において地方税法が改正（納税者の申請による換価の
猶予制度の創設等）されたことにより、これを受け各自治体の条例に猶予制度の項目を規定するとされたこ
とから、美郷町においても所要の規定を改正するもの。

●議案第 76 号　物品供給契約の変更について
　北郷地区に配備の高規格救急自動車に搭載する救急資機材を変更。
●議案第 77 号　工事請負契約の締結について　
　美郷町簡易水道再編推進事業　和田浄水場配水池築造工事
　《契約の相手方》株式会社 橋口組　《契約金額》６，８８５万円
●議案第 78 号　平成 27 年度美郷町一般会計補正予算（第３号）
　主に８月の台風 15 号による強風被害の復旧等により、１，３２１万円を追加。

平成 27 年 10 月 14 日に第２回臨時議会が開催され、次の議案が提出され、いずれも原案のとおり可決しま
した。

……………………………………９５，７８６千円
……………………３，７００千円

………………………………………１，６２０千円

……………………１０，２５０千円
………………………………………………４，５００千円

………………………………………１，９８０千円

……………………２，３８８千円

８９億４，００６万円

１３億 ８２９万円

３億２，５２６万円

１億３，３８８万円

３億４，４３４万円

６億４，２２４万円

　　　５，５５８万円

１１７億４，９６３万円

１億１，５９８万円

７２３万円

６０５万円

（※①）０万円

（※②）０万円

７９１万円

（※③）０万円

　　１億３，７１６万円

補正後予算額補正予算額会　　計　　別

一　般　会　計

合　　　　　計

国 民 健 康 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業
（収益的収支）

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業
（資本的収支）

特
　
別
　
会
　
計

美郷北学園 美郷南学園 西郷中学校
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【
問
】
地
方
創
生
の
中
で
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
対
策
（
人
口
減
少
対
策
等
）

を
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
創
生
本
部
を
軸
に
、
町
内
各
方
面

の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

懇
話
会
や
Ｊ
Ａ
、
森
林
組
合
、
マ
ス
メ

①
椎
茸
生
産
者
の
労
力
軽
減
と
低
価
格

対
策
に
つ
い
て
当
初
予
算
で
の
考
え
は
。

【
答
】
施
設
整
備
や
椎
茸
原
木
供
給
事
業

で
対
応
す
る
。
価
格
が
下
落
し
た
場
合

対
応
す
る
。

②
稲
作
農
家
収
入
減
対
策
、
遊
休
農
地

の
有
効
利
用
、
米
販
売
へ
の
行
政
の
手

助
け
は
。

【
答
】
新
年
度
の
予
算
編
成
中
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
収
入
減
に
な
っ
て
い
な

い
。
沖
縄
と
も
美
郷
米
と
し
て
取
扱
い

で
き
な
い
か
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

る
。

③
畜
産
業
務
の
集
約
化
に
よ
り
導
入
牛

の
一
括
管
理
を
行
い
、
優
良
牛
の
生
産

体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
当
初
予
算
で

の
考
え
は
。
畜
産
キ
ャ
ト
ル
事
業
は
。

【
答
】
後
継
者
対
策
を
講
じ
る
。
キ
ャ
ト

ル
事
業
が
開
始
し
た
そ
の
時
点
で
検
討

す
る
。

【
問
】過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

①
28
年
度
か
ら
33
年
度
過
疎
計
画
で
又

江
の
原
橋
梁
を
改
修
か
ら
新
設
に
変
更

で
き
な
い
か
。

【
答
】
全
体
的
に
町
道
、
林
道
を
参
考
に

し
て
検
討
す
る
。

②
元
鬼
神
野
小
体
育
館
の
改
修
及
び
元

渡
川
中
校
舎
、
元
神
門
小
校
舎
の
解
体

を
新
規
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

【
答
】
校
舎
解
体
は
交
付
税
対
象
に
な
ら

な
い
。
財
源
が
確
保
し
た
ら
解
体
す
る
。

【
問
】
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

地
質
調
査
の
結
果
、
取
り
付
け
道
路
の

縦
断
勾
配
、
及
び
歩
道
の
施
工
、
敷
地

造
成
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
町
道
側
は
12

ｍ
で
支
持
層
は
あ
る
。
実
施
設
計
の
中

で
対
応
し
て
い
く
。

副
町
長
室
を
１
階
に
設
置
で
き
な
い
か
。

２
階
町
長
室
前
の
廊
下
に
避
難
階
段
を

設
置
で
き
な
い
か
。

【
答
】
配
置
的
に
は
決
定
で
は
な
い
。
今

後
、
検
討
す
る
。
室
内
で
２
方
向
に
避

難
階
段
が
あ
る
。

【
問
】
町
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
コ
ー
ト
環
境
整
備

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
使
用
者
と
協
議
し
、
現
場
を
見
て

検
討
す
る
。

新玉　卓教  議員

提出された議案と審査結果

提出された議案と審査結果

（第２回臨時会　10月14日）

（第４回定例会　12月９日～10日）

議案の表決結果（上記結果のうち全員一致を除く）　●反対

議案第７９号　 美郷町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に
関する条例

請願　第５号  米価暴落対策の意見書を求める請願

●

●

議案名
議員名

甲
斐
秀
徳

小
田
照
男

小
路
文
喜

園
田
義
彦

新
玉
卓
教

甲
斐
勲
一

森
田
久
寛

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重

当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

尾上　忠保  議員

地
方
創
生
に
つ
い
て

議案番号

議案第７６号

議案第７７号

議案第７８号

議案番号

同意　第 4 号

同意　第 5 号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

議案第８４号

議案第８５号

議案第８６号

請願　第 4 号

請願　第 5 号

請願　第 6 号

請願　第 7 号

発議　第 4 号

発議　第５号

議 案 名

物品供給契約の変更について

工事請負契約の締結について

平成27年度美郷町一般会計補正予算（第３号）

議 案 名

美郷町教育委員会教育長の任命について

美郷町教育委員会委員の任命について

美郷町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用に関する条例

美郷町税条例等の一部を改正する条例

平成27年度美郷町一般会計補正予算（第４号）

平成27年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成27年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成27年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成27年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）

平成27年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）

TPP交渉に関する請願

米価暴落対策の意見書を求める請願

「治安維持法犠牲者への謝罪と賠償を求める意見書」採択の請願

介護報酬の再改定を求める意見書の提出を求める請願

森林吸収源対策の財源確保を求める意見書

介護報酬の再改定を求める意見書

審査結果

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

審査結果

同　意（賛成多数）

同　意（全員一致）

可　決（賛成多数）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

不採択（全員一致）

不採択（賛成多数）

継続審査（全員一致）

採　択（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

新庁舎イメージ図
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必
要
で
あ
る
。
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
ま

ず
は
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
観
光
施
設
対
策
に
つ
い
て　

中
小
屋
天
文
台
は
望
遠
鏡
の
修
繕
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
ど
う

す
る
か
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
民
間
で
の
運
営
を
と
募
集
し
た
が

応
募
は
な
く
、
町
独
自
で
の
維
持
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
廃
止
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
何
と
か
存
続
で
き
な
い
も

の
か
検
討
中
で
あ
る
。
最
悪
廃
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
は
、
事
前
に
北
郷
の

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

【
問
】地
域
の
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

北
郷
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
運
行
は
利
用

者
が
少
な
い
こ
と
等
か
ら
経
営
が
厳
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

足
確
保
の
た
め
、
継
続
し
て
運
行
で
き

る
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
ど
う
い
っ

た
対
策
が
と
れ
る
か
、
時
間
を
か
け
ず

に
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

【
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
で
合
意
に
達

し
、
そ
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
が
、
本

町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要

か
。

①
町
長
の
率
直
な
ご
感
想
は
。

【
答
】
重
要
５
品
目
を
守
る
国
会
決
議
が

守
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
非
常
に
残

念
な
遺
憾
な
気
持
ち
で
あ
る
。
今
後
を

注
視
し
た
い
。

②
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
か
。

【
問
】
合
併
前
か
ら
旧
村
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
い
る
交
流
事
業
を
、
町
民
の
一
体

感
の
醸
成
か
ら
し
て
も
町
内
の
小
中
学

年
を
ま
と
め
て
派
遣
す
べ
き
で
は
。

【
答
】（
教
育
長
）
前
に
一
度
検
討
さ
れ
、

諸
般
の
事
情
で
当
分
は
現
行
で
と
し
て

い
た
が
、
そ
れ
か
ら
３
年
程
経
過
し
て

お
り
、
改
め
て
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

【
答
】（
町
長
）
教
育
委
員
会
の
検
討
結

果
を
受
け
て
、
結
論
を
出
し
た
い
。

【
問
】
町
民
歌
（
町
民
音
頭
）
の
作
製
に

つ
い
て

合
併
し
て
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
町
民
歌
（
町
民
音
頭
）
を
作
製

し
て
は
ど
う
か
。
作
製
に
は
経
費
を
か

け
な
い
よ
う
旧
村
に
あ
る
歌
（
音
頭
）

の
曲
を
活
用
し
、
歌
詞
は
公
募
す
れ
ば

よ
い
と
思
う
が
。

【
答
】
役
場
庁
舎
落
成
時
を
目
途
に
製
作

を
考
え
て
い
る
。
現
在
あ
る
曲
を
活
用

す
る
こ
と
は
著
作
権
の
問
題
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
す
る
が
、
な
る
べ
く
経
費

を
抑
え
て
製
作
を
考
え
た
い
。

【
問
】
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

補
助
金
の
交
付
に
は
町
税
等
の
滞
納
が

な
い
こ
と
が
条
件
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
が
、
一
律
に
そ
う
し
た
措
置
で
な
く
、

補
助
金
の
趣
旨
目
的
を
重
視
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
経
済
状
況
等
に
配
慮

し
た
対
応
は
と
れ
な
い
も
の
か
。

【
答
】
公
平
公
正
の
面
か
ら
今
の
制
度
は

デ
ィ
ア
の
方
々
に
も
参
画
い
た
だ
き
、

ま
た
町
内
の
中
高
生
、
各
世
代
の
社
会

人
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
広
く
意
見

を
求
め
て
い
る
。
現
在
、
総
合
戦
略
の

策
定
中
で
あ
る
。
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【
答
】
米
、
畜
産
に
影
響
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
詳
細
な
分
析
が
で
き
て
い
な
い
。

③
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考
え
か

（
事
後
対
策
だ
け
で
は
遅
い
と
思
う
し
、

本
町
独
自
の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
）。

【
答
】
国
に
お
い
て
対
策
す
べ
き
で
あ

る
。
町
と
し
て
は
、
担
い
手
後
継
者
対

策
を
重
点
に
進
め
て
い
く
。
流
通
対
策

は
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
考
え
る
。

【
問
】
地
方
創
生
に
つ
い
て

本
町
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
か
ら
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
本

町
創
生
の
最
重
点
事
項
は
何
か
。

【
答
】
基
本
方
針
に
示
し
た
４
つ
の
柱
を

重
点
に
取
り
組
み
た
い
。

こ
れ
は
最
低
限
の
事
項
で
、
ど
こ
の
市

町
村
で
も
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

美
郷
町
の
特
色
は
。

【
答
】
今
後
、
各
種
事
業
は
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
や
懇
話
会
、
専
門
家
な
ど
と

相
談
し
な
が
ら
提
案
し
て
い
く
。

一
番
重
要
な
の
は
Ｐ
Ｒ
不
足
だ
と
思
う

が
、
そ
の
対
策
は
。

【
答
】
現
在
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。

業
」
を
基
本
に
し
て
、
担
い
手
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
町
の
観
光
施
設
の
管
理
状
況
に
つ

い
て

①
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
前
の
遊
具
施
設
が
老

朽
化
し
利
用
で
き
な
い
施
設
が
多
い
よ

う
だ
が
、
今
後
の
対
策
は
。

【
答
】
オ
ー
プ
ン
し
25
年
が
経
過
し
て
お

り
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
最
低
限
の
使

用
に
耐
え
う
る
よ
う
部
分
補
修
を
し
て

き
た
が
、
利
用
者
の
安
全
が
第
一
で
あ

る
た
め
、
金
属
性
の
滑
り
台
等
を
残
し
、

撤
去
す
る
考
え
で
あ
る
。

②
遊
具
施
設
周
辺
の
鳥
獣
害
対
策
に
つ

い
て
は
。

【
答
】
幼
少
の
子
ど
も
た
ち
の
危
険
や
景

観
上
の
こ
と
も
あ
り
、
電
気
柵
や
メ
ッ

シ
ュ
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
が
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。

【
問
】
持
続
的
で
力
強
い
農
業
構
造
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
今
後
基
幹
的
に
農

業
に
従
事
す
る
者
は
、
全
国
で
90
万
人

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
65
歳
以
下
の
年

齢
層
で
安
定
的
に
担
う
に
は
、
２
万
人

の
新
規
就
農
者
が
必
要
と
さ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
本
町
の
新
規
就
農
者
の

動
向
と
今
後
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

は
。

【
答
】
平
成
24
年
度
か
ら
創
設
し
た
「
美

郷
町
担
い
手
対
策
事
業
」
に
よ
り
、
現

在
11
名
の
方
が
就
農
、
ま
た
年
齢
層
は

就
業
人
口
９
９
１
名
の
内
、
60
歳
以
上

が
８
５
・
６
％
を
占
め
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
林
業
従
事
者
は
２
４
８
名
で
、

新
規
従
事
者
は
27
名
、
農
林
業
の
従
事

者
の
高
齢
化
は
進
ん
で
お
り
、
担
い
手

の
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
地
方
創
生
と
絡
め

て
、
町
内
外
へ
情
報
発
信
の
強
化
を
図

り
な
が
ら
、「
美
郷
町
担
い
手
対
策
事

③
ボ
ー
ト
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
使
用
に
は
支
障
の
な
い
こ
と
か
ら

現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

【
問
】
町
営
林
の
管
理
に
つ
い
て

町
営
林
の
長
期
施
業
委
託
に
つ
い
て
、

町
の
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

【
答
】
委
託
先
の
耳
川
広
域
森
林
組
合
に

施
業
を
す
る
前
に
見
積
り
の
提
出
を
依

頼
し
、
完
了
後
は
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
収
支
に
つ
い
て
も
、
そ
の
都
度
報

告
を
受
け
て
い
る
。
今
後
と
も
、
他
の

自
治
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
事
業
が

支
障
の
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

【
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」
は
米
の
輸

入
枠
拡
大
や
牛
肉
・
豚
肉
の
関
税
引
き

下
げ
な
ど
交
渉
か
ら
除
外
す
る
と
し
た

国
会
決
議
に
違
反
す
る
。
そ
の
他
、
将

来
更
に
関
税
の
引
き
下
げ
等
追
加
的
な

協
議
や
交
渉
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
美
郷
町
の
農
林
業
も
地
域
も
守

森田　久寛  議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

小田　照男  議員

黒田　仁志  議員

青
少
年
派
遣
交
流
事
業
に
つ

い
て

本
町
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
妥
結
後
の
対

策
に
つ
い
て

小路　文喜  議員

姉妹都市交流事業（沖縄県豊見城市）

中小屋天文台猪による被害（石峠レイクランド）

町
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
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■総務常任委員会
○調査日及び目的
　平成27年９月18日（金）　南郷区長会との意見交換
○参加者　
　総務常任委員ほか関係議員・総務課担当職員・議会事務局
○調査の結果・考察
　 　各常任委員長より、それぞれの所管事務や地方創生への町の取組みについて説明後、各区長と地方創生につ

いて意見交換を行った。地方創生の進展のためには、地域に暮らす住民の行動が不可欠で、更なる住民との対話、
協働が重要である。

■文教厚生常任委員会
○調査日及び目的
　平成27年10月19日（月）　町内保育所の活動状況と課題　
○参加者
　議長・文教厚生常任委員・各保育所長・社会福祉協議会関係職員・議会事務局
○調査の結果・考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 　社会福祉協議会が指定管理者となっている町内保育所の現状についての説明を受け、保育所が抱える課題等

について意見交換を行った。国が推進する地域の実状に即した保育サービスと保護者のニーズに応える保育施
策が求められている。施設整備や職員確保対策等課題も見られ、早急な対応を要望したい。

《所管事務調査》
■総務常任委員会
○調査日及び目的
　平成27年10月27日（火）～28日（水）
　都城市買い物困難者支援事業について
　霧島市溝辺町道の駅「よこでーろ」の取組みについて
　西米良村小川作小屋の取組みについて
○参加者　
　 総務常任委員・企画情報課職員・議会事務局
○調査の結果・考察
　 　都城市で平成 27 年９月に開始された地域の買い物困難者への支援を

考慮し行われている移動販売の詳細に関し説明を受けた後、販売の様子
を視察した。本町も同様の事業を展開しているが、益々の需要を見込み、
今後の展開を再度検討すべき点もあるように感じた。

■産業建設常任委員会
○調査日及び目的
　平成27年10月20日（火）～21日（水）
　森林・林業・林産業活性化九州大会出席
　木材利用技術視察　
○参加者　
　 議長・産業建設常任委員・林業振興課長・議会事務局
○調査の結果・考察
　 　森林・林業活性化大会では、沼田前林野庁長官の基調講演、山村振興

対策の充実等「緑の国土強靭化」推進のための５項目が決議された。また、
県木材利用技術センターでは、中高層建築物等の木造化により、新たに
木材需要の創出が期待されている CLT（直交集成板）の開発の取組みを
視察した。

　 　基調講演及びそれに沿った技術開発を見て、本町においても将来を見
通した林業振興に尚一層取り組まなければならないと感じた。

ら
れ
て
い
る
。
水
は
美
郷
町
の
ど
こ
で

も
採
取
が
可
能
で
あ
り
、
５
０
０
cc
が

１
０
０
円
前
後
で
売
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
水
源
地
の
水
を
利
用
希
望
の
業
者
が

い
る
が
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
雇
用

の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
答
】
相
談
を
頂
け
れ
ば
担
当
課
と
も
協

議
の
上
、前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
南
郷
の
旧
水
工
房
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て　
　

南
郷
の
水
工
房
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
、
設

備
が
撤
去
さ
れ
空
施
設
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
施
設
改
修
、
車
道
、
駐
車
場
の
整

備
を
課
内
で
協
議
し
な
が
ら
、
今
年
度

末
ま
で
に
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

北
海
道
の
上
士
幌
町
（
か
み
し
ほ
ろ
町
）

な
ど
人
口
が
５
３
１
４
人
と
美
郷
町
と

同
等
の
町
で
昨
年
、
ふ
る
さ
と
納
税
額

約
10
億
円
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
い

く
つ
か
あ
る
。
美
郷
町
は
約
２
百
万
円

だ
っ
た
が
、
返
礼
品
の
種
類
の
多
い
所

に
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。
美
郷
町
に
も

返
礼
品
と
し
て
良
い
も
の
が
沢
山
あ

る
。
広
く
呼
び
掛
け
て
も
っ
と
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
行
く
べ
き
と
考
え
る
。

【
答
】
驚
く
ほ
ど
の
金
額
が
入
っ
て
き
て

い
る
。
町
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
し
っ
か
り
と
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
地
方
創
生
に
つ
い
て

本
町
の
現
時
点
で
の
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
は
。

【
答
】
人
口
定
住
化
に
向
け
て
取
り
組

む
。
県
内
外
の
自
治
体
と
の
競
争
に
な

る
が
負
け
な
い
よ
う
に
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
く
。

【
問
】
町
の
現
在
の
企
業
誘
致
活
動
の
状

況
、
町
内
の
新
卒
者
に
対
す
る
町
内
事

業
所
の
求
人
の
状
況
、
一
般
就
労
者
の

就
職
、
離
職
の
状
況
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
か
。

【
答
】
現
在
、
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
が
一
社

あ
る
。
新
卒
、
一
般
の
就
職
情
報
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
担
当
課

の
方
に
把
握
す
る
よ
う
指
示
し
、
仕
事

が
一
番
重
要
で
あ
る
か
ら
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
問
】
鬼
神
野
入
田
の
旧
水
源
地
施
設
に

つ
い
て

①
現
在
、
休
止
し
て
い
る
南
郷
鬼
神
野

入
田
の
旧
水
源
地
施
設
の
現
状
と
、
今

後
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
る
の
か
。

【
答
】
平
成
25
年
に
神
門
簡
易
水
道
に
統

合
さ
れ
た
こ
と
か
ら
現
在
は
管
理
し
て

い
な
い
。
ま
た
今
後
も
管
理
し
て
行
く

予
定
は
無
い
。

②
ガ
ソ
リ
ン
は
１
ℓ
１
３
０
数
円
で
売

れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
大
筋

合
意
」
の
撤
回
と
交
渉
か
ら
の
離
脱
を

政
府
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

【
答
】「
大
筋
合
意
」
は
国
会
決
議
違
反

の
上
、
美
郷
町
の
農
林
業
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
の
で
反
対
だ
が
、
今
後
は

影
響
を
抑
え
る
た
め
に
国
に
十
分
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

【
問
】
町
づ
く
り
の
成
功
に
は
協
働
が
大

切
で
、
そ
れ
に
は
参
加
す
る
人
が
計
画

づ
く
り
か
ら
関
わ
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
美
郷
町
の
地
方
創

生
計
画
づ
く
り
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
町
民
参
加
の
機
会
を
設
け
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。

【
答
】
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
そ
の
他
の
形

で
意
見
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
十
分
今

後
の
希
望
の
方
向
性
が
伺
え
る
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。

【
問
】
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の

経
済
的
負
担
を
減
ら
す
よ
う
助
成
制
度

創
設
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

【
答
】
来
年
度
よ
り
実
施
し
た
い
。

【
問
】
南
郷
温
泉
前
広
場
を
子
供
達
や
観

光
客
が
使
え
る
よ
う
に
整
備
、
管
理
し

て
有
効
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

【
答
】
活
用
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た

い
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

那須　富重  議員

旧水源地施設

都城市買い物困難者支援事業視察

県木材利用技術センター視察
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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
の
広
報
委
員
会
で
最
後

の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
。
少
し
で

も
議
会
や
活
動
の
よ
う
す
を
町
民
の
皆

様
に
お
届
け
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
議
会
に
お
い
て
、

文
字
が
多
す
ぎ
る
、
も
っ
と
見
や
す
い

よ
う
に
写
真
な
ど
を
多
く
し
て
ほ
し
い

と
、
要
望
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
選

挙
権
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
学
生
に
も
わ

か
り
や
す
い
議
会
報
の
作
成
も
必
要
で

す
し
、
今
後
の
検
討
材
料
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
委
員
は
代
わ
り
ま
す
が
、
議
会
全
体

と
し
て
、
住
民
の
皆
様
に
近
い
議
会
を

目
指
し
て
お
り
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

議
会
の
内
容
を
お
伝
え
し
て
い
く
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、臨
場
感
を
味
わ
う
た
め
に
も
、

多
く
の
方
の
傍
聴
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　

　
議
会
と
し
て
も
、
き
め
細
や
か
な
案

内
に
努
め
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
編
集
委
員
と
し
て
、
ご
愛
読
に
感
謝

申
し
上
げ
、編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　
委
員
長
：
黒
田
　
仁
志

　
　
　
副
委
員
長
：
森
田
　
久
寛

　
　
　
委
　
　
員
：
那
須
　
富
重

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
秀
徳

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
　
栄

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

県町村議会議員大会

東臼杵郡幹部議員研修会

議会広報研修会

10月
　６日／国道３８８号（門川町～椎葉村間）整備促進要望活動～７日
１０日／ TPP 交渉に関する説明会
１４日／議会運営委員会・全員協議会・第２回臨時議会
１６日／県町村議会議長会臨時総会・議員大会　　　　
１７日／宮崎西郷会
１９日／文教厚生常任委員会所管事務調査
２０日／県町村監査委員協議会臨時総会・研修会
　　　　森林・林業・林産業活性化九州大会
２１日／産業建設常任委員会所管事務調査
２２日／例月現金出納検査
２６日／東臼杵郡幹部議員研修会
２７日／総務常任委員会所管事務調査～２８日
２８日／日向東臼杵広域連合議会運営委員会
２９日／県町村監査委員協議会ブロック別研修会
３１日／宮崎南郷会設立総会

11月
　３日／第２７回葉桜祭
　４日／県道東郷西都線・国道２１９号合同要望活動
　　　　国道３２７号整備促進に関する要望活動
　９日／県北部広域行政事務組合議会
　　　　第３回日向東臼杵広域連合議会
　　　　「第１８回全国農業担い手サミット in みやざき」情報交換会
１１日／第５９回町村議会議長全国大会
１２日／東臼杵郡町村議会議長会政務調査～１３日
１９日／森林・林業活性化議員連盟連絡会議
２０日／県町村議会幹部議員研修会
２４日／例月現金出納検査
２６日／南郷戦没者追悼式
　　　　県町村議会議長会役員会～２７日
２７日／平成２７年度定期監査
２９日／延岡五十鈴会総会
３０日／議会広報研修会

12月
　１日／北郷戦没者追悼式
　２日／議会運営委員会・全員協議会
　　　　東臼杵郡町村議会議長会
　４日／イルミネーション点灯式
　７日／入郷地区衛生組合議会
　９日／第４回定例会～１０日
１６日／子ども議会
２１日／例月現金出納検査
２４日／県自治会館管理組合議会第３回定例会
２５日／議会広報特別委員会

議会広報編集委員


